
 

 

 

 

 

 

 

 

１ 区数を「８区」、総合区が担う事務を「一般市並み」の事務とすることから、 

各総合区における将来（H47を想定）の人口規模を３０万人程度とする。 

 

・身近な総合区役所において、できる限り住民生活に密接に関連する 

行政サービスを提供。 

 

・各区間の人口格差は最大2倍以内とし、住民に身近な単位できめ細かい 

行政サービスを提供できるよう配慮しつつ、行政運営の効率性を考慮 

 

 

２ これまで地域において築きあげてきたコミュニティを考慮し、過去の合区・ 

分区の歴史的な経緯を踏まえる。 

 

 

３ 総合区内における住民の円滑な移動や住民間の交流を確保できるよう、 

鉄道網の接続や商業集積を考慮する。 

 

 

  ４ 工営所、公園事務所など、既存の事業所をできる限り活用する。 

 

 

  ５ 防災上の観点から、災害対策の視点についても考慮する。 

 

 

 

区割り案作成にあたって 

参考
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区割り案

凡 例

： 現在の工営所

： 現在の公園事務所

淀川区

東淀川区

西淀川区

福島区

北区

都島区

旭区

此花区 西区 中央区

城東区 鶴見区

住之江区

港区

大正区 西成区

浪速区 天王寺区

東成区

生野区

住吉区

阿倍野区

東住吉区

平野区

Ｃ

Ａ

Ｅ

Ｂ

Ｄ

Ｈ

Ｆ

Ｇ
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区割り案について

３ 鉄道網の接続や
商業集積（可能な限り一体化）

を考慮

梅田（北）
難波（中央・浪速）
天王寺（天王寺・阿倍野）

４ 既存の事業所をできる限り活用
 （工営所、公園事務所等）

工営所  ： ２区不足
  ２区余剰

公園事務所 ： １区不足

５ 災害対策の面を考慮
（地震等の大規模災害を想定）

此花・港・西淀川／大正／住之江

区割り案作成に
あたっての考え方

摘要

１ 各総合区における
将来（Ｈ４７）の人口規模を
３０万人程度

・身近な総合区役所において、
できる限り住民生活に密接に
関連する行政サービスを提供

・各区間の人口格差は最大
２倍以内

【H27国勢調査】
（最大） 389,110人
（最小） 313,522人
（倍率） 1.24

【H47将来推計】
（最大） 332,236人
（最小） 273,576人
（倍率） 1.21

２ 過去の合区・分区の歴史的な
経緯を踏まえる。

昭和７年時（１５区制）の６区を考慮

此花     ⇒ 此花・福島（S18）
東淀川(S18)  ⇒ 東淀川・淀川（S49）
北      ⇒ 北・都島（S18）
城東(S18)   ⇒ 城東・鶴見（S49）
住吉(S18)    ⇒ 住吉・住之江（S49）
東住吉（S18） ⇒ 東住吉・平野（S49）
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